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医療福祉について学び、メディカルソーシャルワーカー（ＭＳＷ）の役割と業務について学ぶ

　急速に進む少子化、高齢化社会の中で医療、保健、福祉の果たす役割は益々大きくなってきている。今や医療
は、その機関の役割、目的達成のために治療はもちろん利用者の心理的、社会的問題などへの支援をはじめ他の
医療機関、そして福祉機関・地域の社会資源との連携が必要不可欠となっている。そこでメディカルソーシャル
ワーカーの役割の重要性が益々高くなってきている。この講座では医療と福祉が不可分の関係にあることを学び
ながらメディカルソーシャルワーカーの役割、業務について学んでいく。併せて患者さん、患者さんの家族、医
療関係者、メディカルソーシャルワーカーの人間関係についても触れていく。

１．　　医療機関を利用するとき抱える問題について
２．　　ＭＳＷの業務指針について
３．４．医療法、医療関連法について
５．６．医療機関の種類、医療機能分化について
７．８．社会保障と保険について
９．10.  保険診療の仕組み、診療報酬について
11.　　  医療関係データについて
12.    　 医療機能情報提供体制について
13.    　 地域連携、クリティカルパスについて
14.    　 病院ボランティア、社会資源の活用について
15.        介護保険制度について 

16.17. ＭＳＷの業務の方法について
18.   　ＭＳＷが連携を持つ機関、職種について
19.  　 ＭＳＷの記録の意義と方法について
20.　   事例検討　
21.   　ＭＳＷの業務スキルについて
22.   　医療福祉アセスメントについて
23.   　ＭＳＷの業務報告について
24.25. ＭＳＷと人間関係
26.27.28.29. 事例検討
30.   　事例検討、講座のまとめ 

その都度資料を提示していく。また随時参考図書・文献は紹介していく。

出席日数、授業態度、レポートの精度、試験のトータルで評価する。

社会福祉援助技術現場実習で病院を希望する場合は必ず修得すること。

http://www.icc.ac.jp/


